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碩
園
西
村
先
生
の
略
歴

先
生
は
慶
應
冗
年
七
月
二
十
三
日
、
鹿
兒
島
縣
熊
毛
郡
北
種
子
村
西
の
表
な
る
士
族
西
村
城
之
助
氏
の
長
男
こ
し
て
生
れ
給

慶
應
―
―
一
年
七
月
九
日
、
不
幸
に
し
て
巌
君
を
失
は
れ
、
以
後
は
導
ら
慈
抵
淡
子
JJ自
の
手
に
よ
っ
て
養
育
せ
ら
れ
給
ふ
0

先

生
時
に
織
に
一
云
駆
0

幼
に
し
て
郷
儒
、
前
田
豊
山
先
生
の
門
に
入
り
漠
學
を
學
ば
れ
し
が
、
明
治
九
年
よ
り
は
種
子
島
學
校
に

入
ら
れ
た
り
0

-

明
治
．
T
-
―
一
年
四
月
よ
り
は
東
京
に
出
で
て
、
貨
野
成
齋
、
島
田
鐙
村
の
二
先
生
に
師
事
さ
れ
、
學
業
大
に
進
む
。
明
治
十
三

年
、
東
京
大
歩
古
典
講
習
科
漢
學
課
に
入
學
さ
れ
し
が
、
同
二
十
年
に
は
故
あ
り
て
中
途
退
學
せ
ら
れ
た
り
。

明
治
二
十
二
年
五
月
に
至
っ
て
大
阪
朝
日
新
聞
計
の
招
聘
に
應
じ
、
入
祉
せ
ら
れ
し
が
、
同
二
十
五
年
、
禍
島
少
佐
が
有
名

な
る
ジ
ペ
リ
ヤ
軍
駿
旅
行
を
終
へ
て
、
浦
班
に
蹄
肴
す
る
や
．
先
生
は
大
阪
朝
H
新
聞
特
派
記
者
'
1
J

し
て
同
地
に
赴
か
れ
、
少

佐
よ
り
親
し
く
旅
行
の
経
過
セ
聴
取
し
て
、
大
朝
紙
上
に

6
餘
回
に
亘
れ
る
紀
行
文
セ
掲
載
さ
れ
し
は
今
も
一
部
の
人
の
記
憶

に
新
な
ら
む
。

明
治
二
十
七
年
、
朝
鮮
に
東
學
常
の
胤
起
る
や
、
先
生
は
卒
先
し
て
京
城
に
入
り
、

H
消
戦
{
手
勃
螢
前
に
於
け
る
日
韓
消
三

國
の
闊
係
を
報
道
す
る
に
努
め
ら
れ
ヤ
り
。

明
治
三
十
年
、
東
京
朝
H
新
聞
の
主
筆
<
J

な
ら
れ
、
同
一
二
十
一
年
冬
、
消
國
に
遊
び
、
翌
年
蹄
朝
せ
ら
る
。

明
治
三
十
二
年
の
冬
、
再
度
洞
國
に
遊
ば
れ
、
在
留
二
年
有
餘
、
同
三
十
五
年
春
に
至
っ
て
蹄
嘲
さ
れ
し
が
こ
れ
よ
り
先
生

の
性
行
一
髪
せ
り
'rJ

い
ふ
。

明
治
四
十
三
年
、
欧
米
諸
國
を
巡
遊
せ
ら
る
。

前
四



繭
五

大
正
五
年
、
先
生
等
の
壺
力
に
よ
っ
て
懐
飴
堂
の
重
建
さ
る
る
や
、
先
生
は
憶
徳
堂
理
事
並
に
講
師
を
兼
ね
ら
ろ
0

こ
れ
よ

り
前
、
先
生
は
大
阪
人
文
會
席
上
に
於
て
釘
懐
徳
堂
先
儲
五
井
蘭
洲
先
生
の
功
絨
を
間
揚
さ
れ
、
大
阪
人
士
を
戚
奮
せ
し
め
ら

れ
し
が
、
こ
れ
が
動
機
<
J

な
り
、
遂
に
資
セ
集
め
、
堂
の
先
賢
を
祀
り
、
以
て
財
圃
法
人
懐
徳
堂
の
絹
織
を
見
る
に
至
れ
り
。

先
生
の
講
師
た
る
や
、
常
に
孔
孟
の
道
を
以
て
時
弊
セ
矯
め
ん
こ
っ

Jヽ

に
カ
セ
致
さ
れ
た
り
。

大
正
五
年
九
月
、
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
講
師
セ
嘱
託
せ
ら
れ
、
楚
僻
其
他
を
講
義
せ
ら
れ
し
が
、
同
九
年
三
月
に
至
っ

て
僻
さ
れ
た
り
。

大
正
入
年
五
月
、
大
阪
朝
H
新
聞
祉
を
退
か
る
。
先
生
の
同
祗
の
総
に
盤
さ
れ
し
事
、
宵
に
一
二
十
二
年
、
其
間
に
日
本
宋
學
史
、

球
界
の
偉
人
、
南
島
偉
功
他
、
懐
稔
堂
考
、
尾
張
敬
公
等
の
装
述
あ
り
0

退
枇
の
後
、
楚
僻
、
前
害
の
研
究
に
没
頭
せ
ら
れ
、

其
稿
も
略
成
れ
り
。

大
正
九
年
五
月
、
文
學
博
士
の
學
位
を
獲
給
ひ
、
次
で
同
年
の
六
月
、
公
爵
島
津
家
臨
時
編
輯
所
編
纂
長
こ
な
ら
れ
た
り
。

大
正
十
年
八
月
三
十
一
日
、
心
山
内
省
御
用
掛
（
勅
任
待
遇
）
を
仰
付
け
ら
れ
、
其
間
傍
ら
宮
内
省
同
僚
の
扮
に
論
語
を
、
島
津
公

爵
令
嗣
忠
秀
打
の
総
に
琴
経
及
び

H
本
外
史
を
、
又
島
沖
公
爵
家
職
員
の
為
に
崩
鑑
を
講
せ
ら
れ
た
り
し
マ
J

い
ふ
°
而
し
て
一

方
叉
大
東
文
化
學
院
に
も
講
師
た
り
き
。

大
正
十
二
年
九
月
二
十
日
、
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
、
同
十
三
年
一
月
十
日
、
御
講
書
控
を
命
せ
ら
れ
給
ふ
。

大
正
十
三
年
七
月
二
十
九
日
、
先
生
危
篤
の
報
、
天
聰
に
逹
す
る
や
、
畏
く
も
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
、
翌
、
七
月
三
十
H
夏

に
動
四
等
に
叙
し
、
瑞
賓
章
を
授
け
ら
れ
給
へ
り
。

大
正
十
三
年
七
月

1
-
+
H
、
先
生
逝
去
、
享
年
六
十
歳
に
て
お
は
し
ま
し
き
。


